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	応用
	抗原情報
	背景
	この遺伝子によってコードされるタンパク質は、腫瘍壊死因子（TNF）リガンドファミリーに属するサイトカインです。このサイトカインは、受容体TNFRSF13B/TACI、TNFRSF17/BCMA、およびTNFRSF13C/BAFFRのリガンドです。このサイトカインはB細胞系譜細胞で発現し、強力なB細胞活性化因子として作用します。また、B細胞の増殖と分化において重要な役割を果たすことが示されています。異なるアイソフォームをコードする選択的スプライシング転写バリアントが同定されています。
	研究分野
	TGF-βシグナル伝達経路
	画像データ
	

	黒線：コントロール抗原（100 ng）；紫線：抗原（10 ng）；青線：抗原（50 ng）；赤線：抗原（100 ng）
	

	SK-N-SH（1）およびMOLT4（2）細胞溶解物に対するTNFSF13BマウスmAbを用いたウエスタンブロット解析。
	

	TNFSF13BマウスmAb（緑）を用いたSMMC-7721細胞の免疫蛍光染色。青：DRAQ5蛍光DNA色素。赤：Alexa Fluor-555ファロイジンで標識されたアクチンフィラメント。
	

	TNFSF13B マウス mAb (緑) とネガティブ コントロール (赤) を使用した HeLa 細胞のフローサイトメトリー分析。

